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／ 、

ちやんって
壱
心 に

市浦中学生による「親と子のふれ
あいセミナー」では命の大切さを学

びました。

赤ちゃんと接する時の笑顔をお父

さん、お母さんになっても忘れない

で欲しい。

かわいいZ
、 ノ
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順報仏うち (2)

十
三
地
区
に
あ
る
お
祭
り
広
場
で

十
三
婦
人
会
員
、
十
三
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
等
約
三
十
人
が
草
刈
作
業
や
、

草
取
り
作
業
を
し
ま
し
た
。
お
祭
り

広
場
は
八
月
十
四
日
～
十
六
日
ま
で

十
三
の
砂
山
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
る

場
所
と
あ
っ
て
、
て
い
ね
い
に
草
取

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
長
の
小
山

あ
ぐ
り
さ
ん
は
、
「
毎
年
こ
の
活
動

は
続
け
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
所
を

み
れ
ば
さ
っ
ぱ
り
す
る
よ
。
み
ん
な

写

ｔ

調
顔
場
諦

０
□ で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

お祭り広場の草取りをする参加者

の
広
場
な
の
だ
か
ら
使
う
入
み
ん
な

で
き
れ
い
に
し
て
欲
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
白
川

さ
ん
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
使
わ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
参
加
し
ま

し
た
。
自
分
達
で
も
草
取
り
を
し
て

い
る
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
き
れ
い
に
な
っ
た
広
場
で
小
休

止
し
て
い
ま
し
た
。

■
い
，
座
騒
一
団
『

澪
、善

十
三
地
区
、
水
戸
ロ
周
辺
、
磯
松
、

（ 一一

固
〕
忽
邑

波で打ちよせられたゴミを拾う参加者

脇
元
海
岸
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
清

掃
活
動
に
は
金
木
高
校
市
浦
分
校

（
岩
城
徹
校
長
）
、
生
徒
二
十
人
、
教

諭
七
人
、
連
合
婦
人
会
、
市
浦
小
学

校
、
市
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
日

赤
奉
仕
団
、
役
場
職
員
等
総
勢
二
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
清
掃
は

本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

前
に
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
な
が
ら
空
き
缶
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
等
の
多
さ
に
参
加
者
は
あ
き
れ
て

い
ま
し
た
。

袋はたちまちいつぱいになります

中
里
高
校
生
徒
約
四
十
人
が
十
三

～
相
内
間
の
沿
道
の
草
取
り
を
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
植

仁

貸侭の

蓼蒙
ﾉドリ
プ

守，

~
､

一

最初は慣れない手つきでも だんだん慣れてスピードアップ

六
月
十
八
日
、
食
生
活
改
善
推
進

委
員
の
皆
さ
ん
（
代
表
・
佐
藤
ト
ク

さ
ん
）
が
手
作
り
の
う
ん
ぺ
い
を
悠

遊
郷
の
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
昼
食
後
、
の

ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た
通
所
者
は

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
感
想
は
大
変
お
い
し
い
、

ま
た
懐
か
し
い
と
大
評
判
で
し
た
。

え
ら
れ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
通
り
で

す
。

高
校
生
た
ち
は
額
に
汗
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

雑
草
を
取
り
除
い
た
あ
と
は
ま
た
、

美
し
い
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

静
子

｢どうぞ召し上がって下さい」「いただきます」



広報しうち(3)

’
囮
具
体
的
に
検
討

市
浦
村
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
戦
略

委
員
会
を
設
立
し
、
積
極
的
に
バ
イ

オ
マ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

七
月
三
日
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
ら
有
効
的
か
を
話
し

合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
関
係
住
民

等
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
政
策
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
」
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
民
間
非
営
利
団
体
）
の
共
催
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
四
グ
ル

屍
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
意
見
交
換
会

■ ー一

－
プ
に
分
か
れ
討
論
し
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
団
地
」
を
作

り
公
共
施
設
や
家
庭
へ
の
電
気
の
供

給
、
宿
泊
施
設
等
へ
の
温
泉
供
給
、

農
業
団
地
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を

し
ハ
ウ
ス
農
業
に
役
立
て
て
特
産
物

を
育
て
る
。
村
内
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ー
ン
で
飾
る
、
や
ま
せ
を
温
か
く

す
る
。
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が

た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
所
の
芝
原
幸
夫
所
長
が

木
材
の
再
生
技
術
を
紹
介
し
ま
し
た
。

煕厚ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

堅
路
１
１
が

蓑
'雫

ユ
ヲ

４
Ｆ
Ｊ

Ｊ
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七
月
五
日
あ
お
も
り
あ
す
な
る

ホ
ー
ル
市
浦
に
お
い
て
第
四
回
百
人

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

／－、

協
議
会
で
の
合
併
協
定
沓
調
印
、

三
市
町
村
議
会
で
の
合
併
申
請
の
議

決
、
県
知
事
へ
の
申
請
、
県
議
会

（
配
置
分
合
の
議
決
）
、
県
知
事
の
配

置
分
合
の
決
定
、
総
務
大
臣
へ
の
届

出
（
官
報
告
示
）
、
新
市
誕
生
。

合
併
協
議
会
で
は
、
①
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
と
な
る
新
市

建
設
計
画
の
作
成
、
②
三
市
町
村
で

差
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
整

理
・
統
合
、
③
新
市
の
名
称
、
行
政

機
柿
な
ど
、
住
民
福
祉
が
維
持
・
向

上
し
、
活
力
あ
る
地
域
を
創
造
す
る

た
め
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

〆 、

一
《
合
併
へ
の
基
本
的
な
考
え
方

合
併
は
行
財
政
改
革
を
伴
っ
た
豊

か
な
自
治
運
営
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ

り
、
た
と
え
飛
び
地
で
あ
っ
て
も
道

路
や
情
報
が
直
結
し
て
お
り
、
五
所

川
原
市
と
の
合
併
は
大
き
な
障
害
に

今
後
の
五
所
川
原
地
域
合
併

協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
村
の
基
本
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

Ｉ
■
■
‐
ｑ
刷
皿
巳
ｎ
Ｍ
秒
Ｐ
。
○
卸
？
し
６
１
口
０

い
言

Lノ 、 ノ

な
ら
な
い
と
思
う
。

二
、
新
市
名
に
つ
い
て

新
市
名
は
五
所
川
原
市
、
市
役
所

の
所
在
地
も
五
所
川
原
市
で
も
特
に

異
論
は
な
い
が
、
新
市
名
に
つ
い
て

は
公
募
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と

田
営
つ
。

三
、
事
業
関
係

①
継
続
事
業
は
、
原
則
と
し
て
優

先
施
行
す
る
。
②
高
規
格
救
急
車
の

配
置
（
更
新
）
と
消
防
庁
舎
の
改
築
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
早
期
着
手
と

実
証
炉
の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。
④
タ
カ
ラ
ァ
グ
リ
等
と
提
携

し
て
企
業
誘
致
も
進
め
る
。
⑤
新
市

民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
五

所
川
原
～
金
木
～
市
浦
間
の
行
政
機

関
等
を
繋
ぐ
行
政
連
絡
バ
ス
の
運
行

を
は
か
る
。

四
、
行
政
運
営
に
当
っ
て
地
域
の
特

性
を
尊
重
し
て
欲
し
い

①
「
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
今

後
も
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
②
圃
場

整
備
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

工
事
費
の
農
家
負
担
の
軽
減
、
職
員

派
遣
の
継
続
を
お
願
い
す
る
。
市
浦

村
畜
産
公
社
や
十
三
湖
環
境
整
備
株

式
会
社
に
つ
い
て
も
同
様
の
配
慮
を

お
願
い
す
る
。
③
広
域
合
併
は
、
中

心
部
が
榮
え
周
辺
部
が
さ
び
れ
る
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
住
民
の
不
安
を

ｕ
も
■
０
■
貝
鄙
唖
易
邸
要

▼

解
消
す
る
た
め
、
支
所
に
窓
口
業
務

の
他
、
地
域
振
興
課
を
設
慨
し
、
マ

チ
づ
く
り
の
柱
と
し
て
、
ま
た
住
民

が
主
体
的
に
行
政
に
参
画
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
旧
町
村
単
位
に
合
併
特

例
区
と
か
、
地
域
自
治
区
を
（
地
域

審
議
会
）
を
設
置
す
る
。

・
税
率
等
（
介
護
保
険
料
等
）
は
五

年
間
不
均
一
課
税
と
す
る
。

・
財
産
区
は
現
行
の
ま
ま
残
す
こ
と
。

五
、
議
員
の
定
数
特
例
及
び
在
任
特

例
に
つ
い
て

小
規
模
町
村
の
意
見
も
よ
り
多
く

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
員
の

在
任
特
例
及
び
定
数
に
つ
い
て
も
次

の
よ
う
に
考
え
る
。

▼
第
一
案

基
本
構
想
や
合
併
協
定
事
項
を
新

し
い
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議

員
の
在
任
特
例
は
必
要
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
住
民
感
情
や
、
財
政
状
況

を
考
慮
し
、
報
酬
額
は
現
行
ど
お
り

と
す
る
。
在
任
期
間
に
つ
い
て
も
、

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と

す
る
。

▼
第
二
案

在
任
特
例
を
最
大
限
適
用
し
て
も

二
年
間
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
感

情
を
な
く
し
新
市
の
一
体
化
を
は
か

る
た
め
、
在
任
特
例
を
設
け
ず
合
併

と
同
時
に
選
挙
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
議
員
定
数

は
法
定
定
数
の
三
十
名
と
す
る
。
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◎
低
コ
ス
ト
で
省
力
的
、
病
気
が
少

な
く
Ａ
品
率
が
五
割
以
上

当
村
は
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培

が
盛
ん
だ
が
、
パ
ッ
シ
ブ
水
耕
で
栽

培
し
て
い
る
農
家
は
な
い
。
「
ト
マ

ト
栽
培
で
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
が
図

れ
な
い
も
の
か
」
村
の
認
定
業
者
や

職
員
ら
二
十
人
で
組
織
す
る
「
し
う

ら
型
未
来
農
業
研
究
会
」
（
三
和
均

会
長
）
が
試
験
栽
培
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
同
研
究
会
会
長
の
三
和
均
さ

ん
が
試
験
栽
培
の
役
目
を
買
っ
て
で

ま
し
た
。

パ
ッ
シ
ブ
水
耕
栽
培
の
特
徴
と
し

て
は
、

｜
、
酸
素
を
取
り
入
れ
る
方
法

従
来
の
方
法
は
、
培
養
液
を
循
環

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
常
に
溶
存
酸

素
量
を
高
い
レ
ベ
ル
に
保
っ
て
い
ま

し
た
。
パ
ッ
シ
ブ
水
耕
で
は
培
養
液

の
中
か
ら
根
（
水
中
根
）
が
空
気
中

に
露
出
し
、
こ
の
露
出
し
た
根
か
ら

酸
素
を
吸
収
す
る
。
こ
れ
が
パ
ッ
シ

ブ
水
耕
と
従
来
の
方
法
の
最
大
の
違

い
で
す
。

二
、
低
コ
ス
ト

装
置
が
自
作
で
き
る
の
で
初
期
投

資
資
本
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま

た
、
肥
料
の
無
駄
も
な
く
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
安
く
つ
き
ま
す
。
従
っ

ト
マ
ト
の
パ
ッ
シ
ブ
水
耕
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
し
う
ら
型
未
来
型
農
業
研
究
会
が
試
験
栽
培
～

て
、
連
作
回
避
の
土
作
り
・
資
材
・

労
力
は
い
り
ま
せ
ん
。

三
、
省
力
的

培
養
液
を
ベ
ッ
ト
に
入
れ
れ
ば
、

地
下
部
の
管
理
（
か
ん
水
等
）
は
い

り
ま
せ
ん
の
で
省
力
的
で
す
。

四
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
要

培
養
液
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
も
な

い
の
で
ポ
ン
プ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
培
菱
液
を
入
れ
る
タ
ン
ク
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

五
、
病
気
が
少
な
い
。

培
養
液
を
循
環
さ
せ
な
い
た
め
、

根
の
病
気
に
対
す
る
危
険
性
が
非
常

に
少
な
い
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

試
験
用
の
ハ
ウ
ス
で
は
一
・
二
Ｍ

×
十
六
Ｍ
の
プ
ー
ル
に
八
十
株
の
ト

マ
ト
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
堆
肥
や

機
械
等
が
い
ら
な
い
の
で
新
規
の
方

で
も
今
ま
で
の
栽
培
に
比
べ
参
入
し

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
同
研
究
会

で
は
み
て
い
ま
す
。

パ
ッ
シ
ブ
水
耕
栽
培
で
栽
培
さ
れ

た
ト
マ
ト
は
日
持
ち
が
い
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
収
量
や
、

品
質
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
行
き

ま
す
。パ

ッ
シ
ブ
水
耕
栽
培
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
実
取
地
区
に
あ
る
三
和
均

会
長
の
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
て
は
い
か
が

で
す
か
！

水
耕
栽
培
（
真
中
）
七
月
の
様
子

両
側
は
一
般
的
栽
培

水
耕
栽
培
（
真
中
）
四
月
の
様
子

一 由一■－■一心一口一÷一己一一一一一一一冬一F一｡－e－e－争一e－b－e－合一七一●－－－●－●－－－●－●－■－■一色一■－■一■一■－▲一■一■一一一二一＝一一一一一二－1－

県
高
校
定
時
制
、
通
信
制
総
合
体

育
大
会
の
陸
上
大
会
が
六
月
六
日
に

青
森
市
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
於
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
に
引
き
続
き
、
男
子
総
合
の
部
で

四
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は
初
優
勝
に
輝
い
た
女
子
総
合

の
部
で
今
年
は
残
念
な
が
ら
四
位
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
報
告
に
二

年
生
の
藤
崎
弘
達
君
が
コ
ー
チ
の
下

山
先
生
と
村
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

藤
崎
君
は
、
「
全
国
大
会
で
は
、

ま
ず
決
勝
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
年
は
ぜ
ひ
賞
状
を

持
っ
て
帰
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。
高
松
村
長
が
「
今
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
な
の
で
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
負
け
な
い
で
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
市
浦
分
校

で
は
、
五
人
の
選
手
が
全
国
大
会
に

（
八
月
十
三
日
～
十
五
日
）
出
場
し

ま
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▼
四
百
ｍ

二
位
藤
崎

石
澤

六
位
松
谷

▼
八
百
ｍ

三
位
松
谷

〈 市
浦
分
校
記
録

今
年
も
全
国
大
会
へ

～
金
木
高
校
・
市
浦
分
校
～

由弘 1■■■■■■

光 美達

全
国
大
会
へ
の
抱
負
を
語
る
藤
崎
君

光
（
二
年
）
（
写
真
中
央
）
左
は
下
山
先
生

へへへ

こ 二

年年年
一一一

▼
四
百
ｍ
障
害

三
位
藤
崎
弘
達
（
二
年
）

▼
千
六
百
ｍ
リ
レ
ー

二
位
山
中
郷
試
（
三
年
）

塚
本
馨
（
二
年
）

藤
崎
弘
達
（
二
年
）

松
谷
光
（
二
年
）

▼
砲
丸
投
げ

三
位
古
川
絵
里
香
（
三
年
）

▼
円
盤
投
げ

三
位
古
川
絵
里
香
（
三
年
）
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六
月
二
十
五
日
、
北
郡
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
出

か
け
て
み
ま
し
た
。
い
ま
し
た
。
い

ま
し
た
。
パ
ワ
ー
全
開
の
選
手
た
ち

が
．
：
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
難

し
く
て
ル
ー
ル
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
ポ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
て
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
も
な
い
ら
し
い
。
ゲ

ー
ト
を
く
ぐ
ら
せ
た
り
、
は
た
ま
た
、

わ
ざ
と
は
ず
し
て
み
た
り
。
あ
～
あ
、

や
っ
ぱ
り
難
し
い
。
取
材
中
分
か
ら

ず
じ
ま
い
で
し
た
。

I

単
だ
よ
。
あ
ん
た
も
や
っ
て
み
ね
が
」

そ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
審
判
を
買
っ

て
出
て
い
る
の
が
奈
良
良
光
さ
ん
で

す
。
「
ル
ー
ル
は
難
し
い
よ
。
で
も

老
人
方
は
み
ん
な
覚
え
て
し
ま
っ
て

い
る
ん
だ
。
ボ
ケ
防
止
に
い
い
よ
」

と
盛
ん
に
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
今

の
状
況
で
は
無
理
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
さ
わ
や
か
で
パ
ワ
フ
ル
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
少
し
わ
け
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

ん

噌
方
冷
六
、
う
ま
く

壷
可
る
み
ｈ

買
篁
ち
堤
る

話
さ
か
ら
「

村
民
み
ｈ
な



広報しうる (6)

－

海
遊
館
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
海
水

ブ
ー
ル
で
す
ね
。
も
う
一
度
原
点
に

返
っ
て
海
遊
館
の
プ
ー
ル
を
満
た
し

て
私
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
海
水
の

秘
密
に
迫
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
球
の
約
沁
％
は
海
で
覆
わ
れ
て

今
年
は
太
平
洋
高
気
圧
が
元
気
で

青
森
に
も
夏
を
運
ん
で
く
れ
、
夏
ら

し
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

連
日
耳
に
す
る
関
東
地
方
の
熱
に
比

べ
た
ら
快
適
で
健
康
的
な
市
浦
の
環

境
は
と
て
も
心
地
よ
い
で
す
ね
。
山
、

川
、
湖
、
夕
日
、
お
い
し
い
空
気
、

そ
し
て
き
れ
い
な
海
。
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
る
市
浦
は
正

に
タ
ラ
ソ
に
適
し
た
癒
し
の
地
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。
と
は
い
え
も
う

少
し
続
く
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
よ

う
日
頃
の
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
、
フ
。

一

町
■
■
叩
卜
０
１
１
１
リ
レ
函
ご
踊
毎
■
■
Ⅱ
０
１

一

『
癒
し
の
海
曾
海
水
の
秘
密
一

ｌ
ｌ
ｈ

元気力Iい涌信
し32q

一ワーーマーー

い
ま
す
。
こ
の
海
が
太
古
の
昔
か
ら

様
々
な
生
命
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

全
て
の
生
命
は
海
を
起
源
と
す
る
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
人
間
に

現
在
で
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

海
で
採
っ
た
魚
は
大
切
な
栄
養
源
と

な
り
、
海
か
ら
蒸
発
し
た
水
蒸
気
が

雲
を
作
り
雨
を
降
ら
せ
大
地
に
潤
い

を
与
え
豊
か
に
し
ま
す
。
普
段
あ
ま

り
意
識
し
ま
せ
ん
が
私
た
ち
の
生
活

に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

前
置
き
は
さ
て
お
き
海
水
の
特
徴

に
迫
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
海
水
Ⅱ
塩

水
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
塩
分
だ
け
で
な

く
様
々
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
は
私
た
ち
の
身

体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
で
す
。

こ
こ
で
不
思
議
な
の
は
海
水
の
成
分
。

海
水
の
成
分
は
人
間
の
体
液
（
細
胞

液
）
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
と
ほ
ぼ

同
じ
な
の
で
、
人
間
の
身
体
の
中
に

海
が
あ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

体
調
が
崩
れ
た
時
な
ど
は
こ
の
体
内

の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
る
の

で
人
間
本
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス

を
持
つ
海
水
に
浸
か
る
こ
と
で
体
調

を
整
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
昔
の

海
水
に
関
す
る
有
名
な
実
験
が
あ
り

ま
す
。
犬
の
血
液
と
海
水
を
入
れ
替

え
る
と
い
う
大
胆
な
実
験
で
す
。
そ

の
、
一
週
間
後
に
は
実
験
前
よ
り
も

元
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
ご
い
で
す
ね
、
海
水
・
・
・

浮
力
鰐
測
溌
訊
談

に
海
水
は
真
水
よ
り
も
浮
力
は
大
き

く
、
膝
や
腰
な
ど
へ
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
更
に
筋
肉
の
緊
張
を
和

ら
げ
痛
み
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
に
水
中
が
適
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
た
め
で
す
。

抵
抗
潮
灘
灘
鮒
諒

と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
抵
抗
が
大
き
く

な
る
。
こ
れ
は
出
し
た
力
に
応
じ
て

抵
抗
が
か
か
る
た
め
、
個
人
に
あ
っ

た
抵
抗
で
無
理
な
く
運
動
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

水
圧
徴
帥
繩
測
踊
い

ね
？
水
圧
は
水
深
が
深
く
な
る
と
比

例
し
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
水
圧
が

血漿と海水の質的類似
そ
の
他
の
海
水
の
特
徴
と
い
う
と
、

海
水
の
四
大
特
性
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
浮
力
、
抵
抗
、
水
圧
、
水

温
で
す
。

(Laulureの鮒による）

1－．－1“．’
海水’10lⅢ雛

一－1 ,I~－－

1

1

一

＝三
ー

水
温
繩
慧
貌
騨
澱

に
入
る
だ
け
で
代
謝
が
活
発
に
な
り

ま
す
。
海
遊
館
の
水
温
は
不
感
温
度

（
謎
℃
～
師
℃
）
に
設
定
し
て
お
り
、

こ
れ
は
熱
く
も
寒
く
も
な
い
水
温
で
、

心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
易
い
水
温

か
か
る
と
静
脈
の
流
れ
が
良
く
な
り

ま
す
。
そ
の
他
に
関
節
を
安
定
さ
せ

痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

〆
r)Rﾊ例ygm

全オプション1､リートメント30%OFF

クイックストレッチ(15分）￥1,000

ヒババンジェ､バンダルゴ半額通常2,000円→1,000円

アルゴパック半額通常3,000円＝1,500円

9月6日

13日

20日

27日

！

d

l

慨
ｆ
ｉ

|定休日のお知らせI

7月、8月の夏休み期間中は休まず営業しておりま
り毎週火曜日が休館日となります。お間違えのないよ

論瀦唾窃幽重薩鯵倣が鳶）

『タラソサブレj発売開始海遊館のお菓子が誕生
しました。その名は『タラソサブレ』タラソと健康
増進施設らしく海藻と今話題のアミノ酸が入ったヘ
ルシー、おいし～な商品です。

＊市浦のお土産にいかがですか？1枚90円、5枚入
り450円です。

Ｉ
可
ニ
ー
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ｂ
Ⅱ
８
１
７
１

で
す
。

＊
＊
＊

こ
の
よ
う
な
特
性
を
最
大
限
に
生

か
す
よ
う
に
元
気
海
プ
ー
ル
は
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
、
楽
し

く
、
且
つ
効
果
的
に
使
え
る
の
が
海

遊
館
の
海
水
プ
ー
ル
な
ん
で
す
。
膝

や
腰
の
捕
み
、
肩
こ
り
、
冷
え
性
、

慢
性
的
な
疲
労
で
お
悩
み
の
方
だ
ま

さ
れ
た
と
思
っ
て
海
遊
館
に
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
？

Ⅱ

1

I
|I
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扇
摩
繊
舘
垂
窪
度
嘩
跨
侭
鱈
碍
鰐
曄
岬
攝
幽

一
》
窪
砺
》
註
》
》
串
塞
納
め

公
的
年
金
制
度
は
、
加
入
者
は
保

険
料
を
納
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
年
金

を
受
け
る
と
い
う
、
「
社
会
保
険
方

式
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
に
は
原
則
と
し
て
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
国

民
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
な
け

れ
ば
、
高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
年
金

が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
受
け
取

る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

公
的
年
金
は
、
現
役
時
代
に
保
険

料
を
納
め
る
と
い
う
義
務
を
果
た
し
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
、
老
後
に
年
金

を
受
け
取
る
と
い
う
権
利
を
得
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

｛
咽
隈
輝
朧
〕

い
そ
い
そ
と
年
金
受
取
り
孫
つ
れ
て

■
‐
‐
■
０
■
‐
Ⅱ
４
．
Ⅱ
‐
Ⅱ

I

写
■
■
毎
曲
函
鼻
ロ
重
心
”
毎
陣
函
つ
“
や
垂
字
句
や
■
｛
江
、
”
■
酔
い
■
写
唖
毎
ぬ
わ
■
士
唾
の
幸
ロ
“
”
卸
Ｐ
画
負
吟
哩
》
わ
向
輔
陣
画
由
《
貢
《
ロ
ロ
毎
ｐ
ｐ
ｍ
声
毎
戸
草
画
年
”
野
画
毎
ｍ
敏
寺
一
口
■
』
“
■
車
”
』
華
』
凹
町

の
ゆ
毎
い
め
》
”
拝
争
“
毎
”
↑
や
苧
』
』
』
》
桿
毎
齢
率
命
甑
呼
隼
凹
幸
狩
酎
戸
圃
岱
巴
酎
陣
軍
陣
Ｐ
の
』
』
隼
曹
四
Ｆ
《
ザ

Ｑ
舳
朋
が
壼
剛
融
醒
鯛
批
唇
処
枇
。

が
決
ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
の
間

な
の
で
国
民
年
金
に
は
加
入
す
る
つ

も
り
は
な
い
の
で
す
が
．
．
？

Ａ
祁
怖
緬
納
詐
州
誠
一
計
崎
加
嘩
、

国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
１
か
月
で
も
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
、
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保

険
料
を
１
か
月
で
も
未
納
に
し
て
い

る
と
、
将
来
月
数
不
足
で
年
金
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
事
故
な
ど
で

障
害
が
残
っ
て
も
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
毎
月
納
め
に

行
く
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
で

い
る
方
や
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
、

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

の
あ
る
方
に
は
↑
国
民
年
金
保
険
料

の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

願
罰
偲
遮
鯏
棚
鵬
側
淵
》
＃
い

●ト

－ －－ － 一一一

－

"次の勤め先がみつかるまで"のつも
りで国民年金に加入しなかったり、保2
険料を納めていなかったら。

20歳から5年間､国民年金保険料を未納、
25歳から厚生年金加入､33歳の時に転職｡転
職するまでの1か月は国民年金未加入｡再就
職してSか月目に交通事故で障害者になった。

国0歳25歳
▼▼

照…
1か月国民年金未加入

じてBか月目に交通事故，
Ｆ
Ⅱ
Ｊ
言
１
６
日

幸
い
坤
華
凹
む
血
陣
申
興
□
幸
い
』
ぬ
”
”
ぬ
声
画
函
向
一
早
生
勾
恥
角
Ｐ
画
■
』
毎
知
画
一

0歳25歳

厚生年金

’

１
１

①20歳から交通事故にあうまでの期間で､保険料納付済期間(厚生年金期間も含む)と保険料納付

l
期間を合わせた期間が3分の2以上ないため障害墓礎(厚生)年金は受けられません。

②平成18年3月までの特例で､最近の1年間に保険料の未納月がなければ受けられますがこの場
合国民年金に未加入で､保険料未納期間があるため障害臺礎(厚生)年金は受けられません。
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第
三
十
三
回
消
防
救
助
技
術
青
森

県
大
会
が
六
月
三
十
日
に
青
森
県
消

防
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
か
ら
も

十
五
名
（
十
組
）
の
隊
員
が
参
加
し
、

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
に
出
場
し
た
白

戸
、
片
山
チ
ー
ム
が
上
位
入
賞
を
果

た
し
東
北
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

囮
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

阿
部
浩
美
（
中
里
署
）

櫛
引
隆
弘
（
消
防
本
部
）

三
上
耕
路
（
金
木
署
）

花
田
孝
志
（
金
木
署
）

囹
口
Ｉ
プ
応
用
登
は
ん

白
戸
・
片
山
チ
ー
ム
（
中
里
署
）

浅
利
・
今
チ
ー
ム
（
金
木
署
）

三
上
・
永
坂
チ
ー
ム

（
市
浦
・
小
泊
署
）

囮
は
し
ご
登
は
ん

鳴
海
雅
文
（
金
木
署
）

圏
ほ
ふ
く
救
出

今
・
田
中
チ
ー
ム（

中
里
・
金
木
署
）

七
月
十
五
日
に
第
三
十
三
回
東
北

地
区
消
防
救
助
技
術
大
会
が
秋
田
県

青
森
県
救
助
技
術
大
会

行
わ
れ
る

消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
に
出
場
し
た

白
戸
、
片
山
チ
ー
ム
は
見
事
に
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

七
月
十
五
日
、
ア
ト
ム
保
育
園
に

お
い
て
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
を
想
定
し
、
災
害
発
生
か
ら
通

報
、
避
難
と
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

が
テ
キ
パ
キ
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
に
よ
る
、
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
で
は
見
事
に
消
火
を
成
功

さ
せ
、
園
児
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
消
防
車
両
を
見
学

し
た
園
児
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

訂

避
難
訓
練
行
わ
れ
る

１
１

《蝿

’
ー

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
一

ー

肖
、
、

ノ

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク



巳うち (8)広報

◆
職
種
、
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人

員
並
び
に
勤
務
場
所

○
職
種
消
防
職

○
試
験
区
分
初
級
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）

○
採
用
予
定
人
員
若
干
名

○
勤
務
場
所
組
合
管
内
の
各
消
防
署

（
組
合
管
内
の
異
動
有
り
）

※
中
里
消
防
署
・
金
木
消
防
署
・
市
浦

消
防
署
・
小
泊
消
防
署

◆
受
験
資
格

⑪
組
合
管
内
（
中
里
町
、
金
木
町
、
市

浦
村
、
小
泊
村
）
に
住
所
を
有
す
る

人
、
又
は
現
に
住
所
を
有
し
て
い
な

く
て
も
採
用
後
に
組
合
管
内
に
住
所

を
有
し
通
勤
可
能
な
人
。

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
し
、

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。
（
平
成
十
七
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
。
）

⑧
身
体
の
主
な
基
準

①
身
長
Ⅱ
お
お
む
ね
一
六
○
ｍ
以
上

②
胸
囲
Ⅱ
お
お
む
ね
身
長
の
二
分
の
一

以
上

③
体
重
Ⅱ
お
お
む
ね
五
○
雌
以
上

④
視
力
Ⅱ
両
眼
と
も
裸
眼
で
○
・
三
以

上
、
赤
色
、
青
色
及
び
黄
色
の
色
彩

の
識
別
が
出
来
る
こ
と
。

⑤
聴
力
Ⅱ
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

帥
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
で
、
採
用
後
大
型
自
動
車
運
転
免

許
取
得
可
能
な
人
。

た
だ
し
、
平
成
十
七
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
の
人
は
、
採
用
後
一

消
防
職
員
募
集
要
項’

一申一●一■一~－~ー由一●一参一－－●－－一●一℃ー■ーや一・一●－－■ﾛ■■■■■ー◆－守一色一屯－－－吟一一七ー■－■一●一●ー●一■◆●.◆1－■=告仏甲l●｡_中司■■■■ユ._

年
以
内
に
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取

得
見
込
の
人
。

◆
提
出
書
類

⑪
受
験
願
書

②
履
歴
書

⑧
健
康
診
断
書
Ⅱ
診
断
項
目
（
心
電
図
、

血
圧
、
胸
部
の
エ
ッ
ク
ス
線
（
間
接

撮
影
）
、
身
長
、
体
重
、
胸
囲
、
視

力
（
色
覚
）
、
聴
力
）

㈱
最
終
学
校
長
の
卒
業
証
明
書
（
在
学

中
の
人
は
、
卒
業
見
込
み
）
及
び
成

績
証
明
書
。

⑤
救
急
救
命
士
免
許
証
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
免
許
証
の
写
し
。

※
合
格
証
明
書
の
場
合
は
、
そ
の
写
し
。

⑥
国
等
が
実
施
す
る
各
種
資
格
取
得
者

は
、
そ
の
盗
格
証
明
醤
の
写
し
。

※
合
格
証
明
書
の
場
合
は
、
そ
の
写
し
。

◆
受
付
期
間
平
成
十
六
年
七
月
八
日

㈱
か
ら
平
成
十
六
年
八
月
六
日
燭
ま

で
。
（
厳
守
）

＊
注
Ⅱ
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝

日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。
）

◆
試
験
の
日
時

〔
第
一
次
試
験
｝

・
期
日
平
成
十
六
年
九
月
十
八
日
⑧

・
会
場
青
森
市
内
（
決
定
次
第
受
験

者
に
通
知
し
ま
す
。
）

〔
第
二
次
試
験
］

・
期
日
平
成
十
六
年
十
一
月
上
旬

・
会
場
消
防
本
部

◆
合
格
発
表
第
一
次
試
験
は
平
成
十

六
年
十
月
上
旬
、
第
二
次
試
験
は
十

二
月
上
旬
の
予
定
。

◆
採
用
時
期

平
成
十
七
年
四
月
一
日
鯛

一写一一一冬一÷一~－申一｡－ 早 一 寺 一 寺 一 曲 一 ■ ー ■ － ● 一 - 一 一 一 ● ー ■ ー ■一●一-一●一●－■一己一呈一晶一－－■一旬一■一｡－●一心－●－▼－●_由c－p■■5,一,■●■命■

平
成
十
六
年
度
全
国
消
識
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
ヶ

◆
期
日

九
月
十
二
日
⑧

十
八
時
三
十
分
（
開
場
十
八
時
）

オ
ル
テ
ン
シ
ア

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

◆
入
場
料

Ｓ
席
・
六
三
○
○
円

Ａ
席
・
六
○
○
○
円

◎
チ
ケ
ッ
ト
販
売

七
月
六
日
㈹
よ
り

・
オ
ル
テ
ン
シ
ア

公
三
三
’
二
一
二

・
Ｅ
Ｌ
Ｍ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

壷
三
三
’
六
二
七
五

・
イ
オ
ン
柏
Ｓ
Ｃ
総
合
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー

室
一
五
’
三
四
五
○

・
中
三
五
所
川
原
店室

一
画
’
三
一
三
一

・
五
所
川
原
市
内
郵
便
局

空
一
面
’
三
二
○
五

▼
お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

冠
三
三
’
二
二
一

▼
お
問
い
合
わ
せ

中
里
町
大
字
中
里
字
宝
森
一
の
二

消
防
本
部
総
務
課

冠
○
一
七
三
’
五
七
’
二
七
四
四

今
を
知
り
明
日
を
見
つ

め
る
暮
ら
し
の
統
計

中
村
雅
俊
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア

ー
２
０
０
４
一
心
に
筋
肉
一
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Pn
鮎 煤田玲央ちゃん飴・ﾛh

①0

塁

3ざ 有美さん（お母さん）”
函

月
間
に
わ
た
り
、
平
成
十
六
年
全
国
消

費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら
し
向
き

を
、
家
計
の
所
得
、
消
費
、
資
産
の
三

面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の
結

口 めお
9画

九

J

9画

九

J[可

～ 一、

▼
三
級

工
藤
康
敬

▼
四
級

大
澤
藍
加

成
田
佳
史

▼
五
級

工
藤
史
生

▼
準
二
段

山
田

第
百
七
十
回
日
本
商
工
会

議
所
珠
算
能
力
検
定
試
験

第
八
十
回
日
本
珠
算
連
盟

段
位
認
定
試
験
合
格
者

千劇
淵
笛
圃
潮
解
胸

一
可
恕
可
峪
，

年
巳
亨

１

４

一一

早

一■－■一甲一 一 一 与 一 ｡ －

蝿
”
乱

にノヱーノ

果
は
、
統
計
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
国

や
、
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
各
種
社

会
・
経
済
施
策
な
ど
の
貴
重
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
お

宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
調
査
に
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

｡『q

一q
q ▼

六
級

佐
々
木
愛

成
田
拓
弥

▼
七
級

松
橋
僚
汰

（
以
上
市
浦
珠
算
学
院
）

新
岡
嗣
久

■

一
亭
妙
が
り
０
緬
鮎
心
地
《

ｂ
二

咽
貼
踊
ら
駒
ぬ
い

慧
。

山田千草さん
【とぶ
‘■●

●でご
倭●

一一一一

ぎ b 毎 も 豪
｡



広報色うら(9)

市浦村の人口と世帯数平成'6.7.'現在

◆
講
習
対
象
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン

以
上
の
玉
掛
業
務

◆
開
催
日
時
平
成
十
六
年
八
月
十
七

日
か
ら
十
九
日
ま
で
（
三
日
間
）

◆
開
催
場
所

・
学
科
㈹
西
北
労
働
基
準
協
会
二
階

大
ホ
ー
ル
（
五
所
川
原
市
大
字
唐
笠

柳
字
藤
巻
四
九
五
’
三
）

・
実
技
斎
勝
建
設
㈱
構
内
（
五
所

川
原
市
大
字
太
刀
打
字
早
蕨
九
八
’

四
）

◆
受
講
資
格
満
十
八
才
以
上
の
者

（
女
性
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
）

◆
受
講
一
部
免
除
者

ｎ
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
等
運

転
士
免
許
を
受
け
た
者
、
又
は
床
上

操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
、
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
を
修
了

し
た
者

②
一
ト
ン
以
上
の
玉
掛
の
補
助
作
業
に

六
ヶ
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者

⑥
一
ト
ン
未
満
の
玉
掛
作
業
に
６
ヵ
月

以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

◆
受
講
料

①
一
二
七
○
○
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）
↓
免
除
な
し
の
者

②
一
八
七
○
○
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）
↓
受
講
一
部
免
除
者

◆
締
め
切
り
八
月
十
日
か
定
員
六
十

名
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
先

五
所
川
原
市
大
字
唐
笠
柳
字
藤
巻
四

九
五
’
三

㈹
西
北
労
働
基
準
協
会

玉
掛
技
能
講
習
会
実
施
要
領

一心一心一●－守一●q■■■■●－●－■－．－｡－●一七一今一●－申q■■■■■－●－●一一一守一◆ー●ー－－●4■■■■■1■■■■●一一一｡一●－申一一やFq■句q■■■､●●■｡■●＝一●｡巳●■D－_b － ● ｡ ,

冠
○
一
七
五
’
三
五
’
六
三
三
六

※
詳
細
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
当
協

会
へ
ご
連
絡
下
き
い
。

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
児
童

手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の
義
務
教

育
就
学
前
（
六
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
三
学
年
修
了

前
〈
九
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
等
を
受
け
よ
う

と
き
れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ

い
て
は
、
市
区
町
村
の
窓
口
（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
等

の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
十
六
年
度
小
学
校
入
学
児
童
等

の
保
護
者
の
皆
様

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、

当
該
児
童
に
係
る
児
童
手
当
等
を
受
給

し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
特
段
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
平
成
十
六
年
度
小
学
校
二
・
三
年
生

の
児
童
等
の
保
護
者
の
皆
様

現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
、
現
在

す
で
に
就
学
前
児
童
に
つ
い
て
児
童
手

当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方

は
額
改
定
請
求
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、

児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

以
上
、
詳
し
く
は
市
浦
村
役
場
住
民

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
◎
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平
成
十
六
年
八
月
二
日
側
よ
り
「
東

北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

…
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
及

び
福
祉
手
当
の
額
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
左
記
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ
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ま
す
。つ

き
ま
し
て
は
、
電
気
の
お
申
込
み
、

お
問
合
せ
先
が
以
下
の
よ
う
に
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
変
わ
り
ま
す
。

①
お
引
越
し
・
ア
ン
ペ
ア
変
更
の
お
申

込
み

壷
○
一
二
○
’
一
七
五
’
二
六
六

○
受
付
時
間
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

九
時
～
二
十
時

土
（
祝
日
除
く
）

九
時
～
十
七
時

②
停
電
時
の
お
問
合
せ

函
○
一
二
○
’
一
七
五
’
三
六
六

○
受
付
時
間
平
日
・
休
日
問
わ
ず
二

十
四
時
間
受
付

③
そ
の
他
の
お
問
合
せ

○
受
付
時
間
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

九
時
～
二
十
時

土
（
祝
日
除
く
）

九
時
～
十
七
時

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,164 1,161 406

桂川 52 52 21

太田 236 235 82

脇 元 495 493 200

磯松 280 280 109

十三 787 785 268

計 3,014 3,006 1,086

手当 現行 平成16年4月～

児童扶養手当
(全部支給）

(一部支給）

42,000円

41,990円～9,910円

41,880円

41,870円～9,880円

特別児 童
扶養 手 当

(1級）

(2級）

51,100円

34,030円

50,900円

33,900円

特別 障害 者手 当 26,620円 26,520円

障害児福 祉手 当 14,480円 14,430円

福祉手当 14,480円 14,430円

発
生

死
者

傷
者

6月中

678件
(-98）

8人

(－4）

836人

(-113)

年累計

4,158件
(-223）

50人

(＋5）

5,215人
(-310)

死
者
の
状

飲酒運転による死者

高齢者の死者
~65歳以上の人～

シ
ー
ト
ー
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非着用死者

’
着用していれば助
かったと思われる人

6人

(-1)

24人

(＋5）

23人

0）

15人

(＋2）

9人

(＋2）

*（）内は前年｡累計は1月から｡速報値のため後日変更することがあります。



広報必うら ⑩

①
食
品
の
鰡
入

肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
も
の
を
選
ん
で
購
入
し
ま

し
よ
、
っ
Ｃ

購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や
魚
の

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
を
つ
け
た

い
の
が
食
中
毒
。
食
中
毒
と
い
う
と
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食
店

で
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
毎
日
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い

る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
す
る
危
険

性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。
た

だ
し
、
家
庭
で
食
中
毒
が
発
生
し
た

場
合
は
、
症
状
が
軽
か
っ
た
り
、
発

生
す
る
人
が
一
人
や
二
人
と
少
人
数

で
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
か
ぜ
や
寝

冷
え
な
ど
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
ま
れ
に
重
症
に
な
っ
た
り
、

死
亡
す
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家

庭
に
お
い
て
も
、
普
段
か
ら
食
中
毒

の
予
防
に
心
が
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

健康
「
ヨ

ノ
イ
ン
ト

汁
な
ど
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包

み
、
持
帰
り
ま
し
ょ
う
ｃ
特
に
生
鮮

商
品
は
、
買
い
物
の
最
後
に
購
入
し
、

購
入
後
は
す
ぐ
に
帰
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
で
の
保
存

冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、

家
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
・
冷
凍

庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
中
に
入
れ
る

目
安
は
七
割
程
度
で
す
。
ま
た
、
冷

蔵
庫
に
は
十
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
十
五
度
以
下
に
維
持
す
る
こ

と
も
目
安
と
な
り
ま
す
。
細
菌
の
多

く
は
、
十
度
で
は
増
殖
が
ゆ
っ
く
り

と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
以
下
で

は
増
殖
が
停
止
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
細
菌
が
死
滅
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
早
め
に
食
品
は
使
い

切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
下
準
備

台
所
を
見
渡
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み

は
捨
て
て
い
ま
す
か
？
タ
オ
ル
や
布

巾
は
清
潔
で
す
か
？
石
鹸
は
用
意
し

て
い
ま
す
か
？
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

生
の
肉
や
魚
、
卵
な
ど
を
調
理
す

る
前
後
に
は
必
ず
、
手
洗
い
を
し
ま

別
間
岡
圃
瞬
棚
脚
間
川
尚
側
燗
脚
鰐
郡
師
鯵
画
副
訳
驍
朏
膳
溌
膳
礎
駈
嵯
杵
服
輔
い
榊
帆
●
ｕ
、
↓
‐
職
撫
・
段

ｒ
参
‐
・
託
眠
廊
瑚
削
閥
碑
雄
臓
洲
糊
瞬
隙
鈍
蝿
臓
脈
跳
罰
概
側
刷
騨
側
削
醐
醐
蹄
聞
踊
祠
測
醐
画

し
よ
う
。
途
中
で
鼻
を
か
ん
だ
り
、

ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
に
も
必
ず
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
簡
単

な
こ
と
で
す
が
、
食
中
毒
予
防
に
は

大
変
有
効
で
す
。

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
ま
な

板
、
次
の
食
材
を
切
る
前
に
は
必
ず

洗
い
、
熱
湯
を
か
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
、
魚

用
、
野
菜
用
な
ど
と
使
い
分
け
る
と

さ
ら
に
安
全
で
す
。

料
理
に
は
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、

解
凍
後
は
す
ぐ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

解
凍
後
、
や
っ
ぱ
り
使
わ
な
い
か
ら

と
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

食
中
毒
の
菌
を
増
殖
さ
せ
る
原
因
に

な
り
ま
す
。

④
調
理

加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
加
熱
を
十
分

に
行
う
こ
と
で
、
も
し
、
食
中
毒
の

菌
が
い
た
と
し
て
も
、
死
滅
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
安
は
中
心
部

の
温
度
が
七
十
五
度
で
一
分
以
上
加

熱
す
る
こ
と
で
す
。

⑤
食
事

食
卓
に
つ
く
前
に
は
必
ず
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使

い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け
ま
し 明

山成柏関櫛
ょ
う
。
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
温
か
残
っ
た
食
品
は
、
早
く
冷
え
る
よ

く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は
常
に
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
に
し
て
保

冷
や
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
存
し
ま
し
ょ
う
。

温
か
い
料
理
は
六
十
五
度
以
上
、
冷
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
食
品
は
思
い

や
し
て
食
べ
る
料
理
は
十
度
以
下
で
き
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た

⑥
残
っ
た
食
品
ら
食
べ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
口
に

残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手
洗
入
れ
る
の
も
や
め
ま
し
ょ
う
。
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▼
ご
結
婚

《
仰
山
棚
形
ち
碑
一
汁
実

｛
岬
晒
燐
搬
一
冊
岬
一

｛
“
》
林
峨
堯
一
岫
剛
一

学
（
青
森
）

〈
癖
肺
七
枝
（
相
内
）

▼
お
く
や
み

引
ミ
ワ
（
脇

口
和
夫
（
相

谷
忠
助
（
相

田
圭
介
（
磯

崎
リ
ッ
ヱ
（
十

三松内内元

6319867498
歳歳 歳 歳 歳

中
学
生
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
セ
ミ
ナ
ー
で
、
実
際
赤
ち
ゃ
ん
に

ふ
れ
あ
う
様
子
を
み
て
ほ
ほ
え
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
抱
く
生
徒
、

何
を
さ
れ
て
も
泣
か
ず
に
協
力
的
な
赤

ち
ゃ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
に
接
す
る
生
徒
、

引
率
の
先
生
方
、
保
健
師
、
ま
た
、
手

伝
い
に
き
て
い
る
関
係
職
員
等
、
赤
ち

ゃ
ん
を
見
つ
め
る
ど
の
顔
も
に
こ
に
こ

笑
顔
に
な
っ
て
い
る
事
に
気
が
付
き
ま

し
た
ｃ
赤
ち
ゃ
ん
っ
て
こ
ん
な
に
人
を

笑
顔
に
さ
せ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
、
一
番
の
癒
し
系
は
赤
ち
ゃ
ん

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
を
笑
顔
に
さ
せ
る
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
の
虐
待
が
な
ぜ
こ
う
も
多
い
の
か

考
え
さ
せ
ら
れ
る
二
日
間
で
し
た
。

市
浦
小
学
校
で
の
不
審
者
が
侵
入
し

た
場
合
の
避
難
訓
練
で
は
、
こ
れ
が
訓

練
か
と
思
う
ほ
ど
迫
真
に
迫
っ
た
演
技

で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
い
ま
な

ぜ
こ
ん
な
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
の
か
？

な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
。

⑤
⑧
⑥
③

⑥
⑧

隈
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